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 静岡県立大学では 2018（平成 30）年度から、上智大学及びお茶の水女子大学と共同で、オン

ライン教育手法（Collaborative Online International Learning: COIL）の利用による遠隔教

育及び交流事業を軸とした、日米二国間の大学間連携を図るプロジェクトに取り組んでいます

（平成 30年度文部科学省「大学の世界展開力強化事業～COIL型教育を活用した米国等の大学間

交流形成支援～」）。本プロジェクトは日米の学生に多層的な教育機会を提供することを目的と

しており、その一環として、下記のとおり米国等からの留学生を対象として、本県企業を訪問

する２泊３日のスタディツアーを開催します。 

 本スタディツアーでは、農業や製造業など多様な産業を有する静岡県の特色ある企業への訪

問を通じて、留学生に日本の経済及び産業の多様性等に関する理解や自国との比較学習などを

促します。また、留学生のコミュニケーションの支援等の役割を担うアシスタントとして、本

学学生も随行し、日米間の学生交流や地域に関する理解の促進といった効果も期待されます。 

 報道機関の皆様におかれましては、当日の取材をお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．日 時：2020年２月 12日（水）～14日（金） ２泊３日 

２．訪問先： 

 ・12日（水）午後：ヤマハ株式会社（浜松市中区・掛川市）訪問 

 ・13日（木）午前：興津螺旋株式会社（静岡市清水区）訪問 

       午後：駿府匠宿（静岡市葵区）訪問、駿河竹千筋細工制作体験 

 ・14日（金）午前：富士山本宮浅間大社、静岡県富士山世界遺産センター（富士宮市）見学 

       午後：矢崎総業株式会社（裾野市）訪問 

３．参加学生（予定）： 

 ・留学生４名：米国２名（サンフランシスコ大学１名、ミズーリ大学１名）、ブラジル１名、

ドイツ１名 

 ・静岡県立大学学生５名（うち１名 13日午前のみ） 

 ※引率者として、静岡県立大学及び上智大学教職員、協力団体（公益社団法人静岡県国際経済

振興会）職員が同行。 

４．その他： 

  訪問先企業で一部に撮影不可の箇所があるため、訪問先との事前調整をさせていただきます。

そのため、当日の取材をご予定の場合は、恐れ入りますが事前に下記のお問い合わせ先までご

連絡をお願い申し上げます。 
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【本件に関するお問い合わせ先】 
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教育研究推進部国際交流室 
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